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Summary 
Landslides on the mountainous area have been increasing in recent years, because of a heavy rain 
caused by abnormal weather. It is anxious earnestly to solve to construction of hazard map by landslide 
area. Therefore, we have studied to those problems by the remote sensing technique. It was reported 
that satellite data and aerial photographs are effective to construction of this hazard map. Comparing 
these data, digital camera has a following merits, time intervals to take the data, ground resolution, and 
easy to obtaining data. This study was aimed to make hazard map using digital camera with practical 
and easy method. Under weather conditions and mountainous slope conditions were differed, the 
spectral images were taken by digital camera. These images were processed according with water 
content using ratio index. After these results were overlapped, the possibility of detection of hazardous 
area was shown. 
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成 20 年までの20 年間の発生件数は全国1位である。平均
すると1 年間に90 件の土砂災害が発生している状況であ

































撮影日 気象条件 撮影日 気象条件 
8 月 15 日 晴天時 8 月 3 日 晴天時 
8 月 19 日 晴天時 8 月 8 日 雨天後 
8 月 29 日 雨天後 9 月 6 日 雨天後 






































































撮影日 気象条件 撮影日 気象条件
8 月 15 日 晴天時 8 月 3 日 晴天時
8 月 19 日 晴天時 8 月 8 日 雨天後
8 月 29 日 雨天後 9 月 6 日 雨天後
図 1 対象地写真 左：鹿児島市 右：鹿屋市
斜面崩壊ハザードマップ構築のための基礎的研究
－鹿屋市と鹿児島市を事例とした分光画像解析による崩壊地予測の簡易手法－







Point： GCP)を画像内に万遍なく設定し、 ERDAS 
IMAGINE(ver9.2 Leica Geosystem Co.)を用いて、分光
画像の位置補正を行った。
2.5 正規化（地形補正）処理 









て、鹿児島市において 660nm の BP を用いて撮影した画








について図 3 と図 4 に示す。補正後はいずれの補正前の
画像も、基準画像に対して補正された画像となった。
3.3 指標の検討 
スダジイ(Castanopsis cuspidata var. sieboldii)は、鹿
児島県の山腹で占有率が高い樹種である。石川ら 4 )はス
ダジイの樹木葉の分光反射特性について図 5 のように報




図 2 左：反射エネルギー画像(08/15) 
右：反射率画像(08/15) 










図 7 分光画像による水分分布画像（対象地：鹿児島市） 




提とし、以下の式で表示される RI（Ratio Index ）を用
いて指標の検討を行った。
RIGreen, Red = RGreen / RRed,       (1)
RI520,660 = R520 / R660       (2) 
ここで (1)式の添字 Green、Red は、カラー画像を
RGB に分解した緑、赤の画像を示す。(2)式の添字 520






鹿児島市における 8 月 15 日（晴天時）、8 月 19 日
（晴天時）及び 8 月29 日（雨天後）に撮影した分光画像
に対して RI520,660 を適用して作成した水分分布画像を図
7 に示す。また、同日に撮影した分解画像の R,G の画像
に対して、RIGreen, Red 指標を用いて作成した水分分布画
像を図 8 に示す。 
また鹿屋市における 8 月 3 日（晴天時）、8 月 8 日
（雨天後）及び 9 月 6 日（雨天後）に撮影した RI520,660
を適用して作成した水分分布画像を図 9 に示し、同日に














WCF = (RIA - RIB) / RIA           (3) 
ここで添字 A, B は撮影日時を表す。 
鹿児島市における図 7 に示したRI520, 660 の分光画像に
よる水分分布画像に対して、土壌水分変動を抽出した画
像を図 11 に示す。図 8 に示した RIGreen, Red の分解画像
による水分分布画像に対して、土壌水分変動を抽出した
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画像を図 12 に示す。 
また鹿屋市における図 9 に示したRI520, 660 の分光画像
による水分分布画像に対して、土壌水分変動を抽出した











図 15 と図 16 に鹿児島市における分光画像及び分解画





図 8 分解画像による水分分布画像（対象地：鹿児島市） 
撮影日 左：08/15 中央：08/19 右：08/29 
 
 
図 10 分解画像による水分分布画像（対象地：鹿屋市） 
撮影日 左：08/03 中央：08/08 右：09/06 
 
図 9 分光画像による水分分布画像（対象地：鹿屋市） 









図 11 分光画像による土壌水分変動率画像（対象地：鹿児島市） 
撮影日 左：08/15-08/19 中央：08/15-08/29 右：08/19-08/29 
図 13 分光画像による土壌水分変動率画像（対象地：鹿屋市） 
撮影日 左：08/03-08/08 中央：08/03-09/6 右：08/08-09/06 
 
図 12 分解画像による土壌水分変動率画像（対象地：鹿児島市） 
撮影日 左：08/15-08/19 中央：08/15-08/29 右：08/19-08/29 
図 14 分解画像による土壌水分変動率画像（対象地：鹿屋市） 
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撮影日 左：08/15-08/19 中央：08/15-08/29 右：08/19-08/29 
図 13 分光画像による土壌水分変動率画像（対象地：鹿屋市） 
撮影日 左：08/03-08/08 中央：08/03-09/6 右：08/08-09/06 
 
図 12 分解画像による土壌水分変動率画像（対象地：鹿児島市） 
撮影日 左：08/15-08/19 中央：08/15-08/29 右：08/19-08/29 
図 14 分解画像による土壌水分変動率画像（対象地：鹿屋市） 






























図 17 分光画像による斜面崩壊の危険箇所の抽出 
（対象地：鹿屋市） 
図 18 分解画像による斜面崩壊の危険箇所の抽出 
（対象地：鹿屋市） 
 
図 15 分光画像による斜面崩壊の危険箇所の抽出 
（対象地：鹿児島市） 
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